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は じ め に 

 

  日本語教育は中南米の日系社会における要であることから、ＪＩＣＡは日系社

会支援において日本語教育の協力に重点を置いてきました。日系研修員の受入（日

本語分野は全体の３割で毎年４０名受入）、日系ボランティア派遣（日本語教師は

全体の７割、約４０名派遣）および汎米研修、教材研究、日系団体助成金等の方法

により複数の事業を用いて支援してきております。 

  しかしこれらの事業は異なる部署で実施され相互の十分な調整が取れている

とは言い難い面があります。具体的には、日系研修員受入は研修員受入事業費にて

国内事業部と横浜国際センターが行ない、日系ボランティアの派遣は青年海外協力

隊事業費で同事務局の所管ですが、そのうち技術補完研修と派遣前訓練は横浜国際

センターが担当しています。また、汎米日本語教師合同研修会（汎米研修）、教材

研究、日系団体助成金交付は移住事業費で中南米部の所管となっています。 

本報告書は、日本語教育による日系社会支援のあり方を検討するとともに、日 

系研修、日系ボランティア、汎米研修における日本語教育支援の連携について調査

することを目的に平成１５年４月２日から４月１５日の期間、ブラジルとボリビア

の２ヶ国に派遣された調査団の調査結果をまとめたものです。日系社会支援事業の

更なる改善のための一助となれば幸いです。 

 

平成１５年７月              国際協力事業団 

                       横浜国際センター 

                         所長 小森 毅 
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